
役
場
庁
舎
建
設
事
業
の
経
過
と
現
状
を
報
告

役
場
庁
舎
建
設
事
業
の
経
過
と
現
状
を
報
告

平
成
28
年
度
　
町
政
報
告
会

　

４
月
27
日
、
季
の
郷
湯
ら
里
で
区
長

連
絡
協
議
会
総
会
が
行
わ
れ
、
終
了
後

に
平
成
28
年
度
町
政
報
告
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

目
黒
町
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
ユ
ネ
ス
コ

エ
コ
パ
ー
ク
の
理
念
を
含
ん
だ
第
七
次
只

見
町
振
興
計
画
が
始
ま
り
、
区
長
各
位

の
御
協
力
を
得
な
が
ら
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
述
べ
、
そ
の
後
、
今
年

度
の
事
業
や
協
力
事
項
に
つ
い
て
担
当
課

長
よ
り
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

特
に
今
回
の
報
告
事
項
の
中
で
、各
区

長
か
ら
、「
役
場
庁
舎
建
設
事
業
」に
つ
い

て
説
明
の
要
望
が
あ
り
、報
告
会
の
中
で

下
記
の
資
料
に

よ
り
説
明
し
ま

し
た
。

◆
役
場
庁
舎
建

設
事
業
の
説
明

　

庁
舎
建
設
事

業
は
、
平
成
27

年
度
に
計
画
し

た
庁
舎
建
設
工

事
着
工
の
た
め
、

昨
年
６
月
に
１

回
目
の
入
札
を

執
行
し
ま
し
た

▲区長連絡協議会

▲町政報告会で活発な意見交換がされました。

が
設
計
額
と
入
札
額
の
価
格
差
に
よ
り

不
落
と
な
り
、
今
年
１
月
に
再
度
の
入

札
執
行
の
た
め
の
公
告
を
行
い
ま
し
た

が
、
入
札
参
加
者
が
な
く
不
調
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
現
状
と
今
日
ま
で
の
経
過
を
お
知

ら
せ
す
る
た
め
、
２
月
下
旬
に
各
振
興
セ

ン
タ
ー
を
会
場
と
し
た
住
民
説
明
会
を
開

催
し
ま
し
た
が
、
庁
舎
建
設
が
必
要
な
実

態
に
つ
い
て
は
参
加
者
の
共
通
し
た
認
識

で
あ
り
、
早
急
な
整
備
を
求
め
る
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。

　

町
議
会
３
月
会
議
に
は
、
庁
舎
新
築

工
事
費
14
億
円
等
の
減
額
と
同
時
に
事

業
の
継
続
と
円
滑
な
推
進
の
た
め
、
現
設

計
の
見
直
し
に
着
手
す
る
た
め
の
設
計
委

託
料
１
，
２
９
６
万
円
（
構
造
変
更
分

含
ま
な
い
）
増
額
の
補
正
予
算
を
提
案
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
27
年
度
予
算
で

の
工
事
発
注
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
こ
と

か
ら
工
事
費
等
を
減
額
し
、
併
せ
て
平
成

22
年
に
地
域
計
画
審
議
会
の
答
申
を
受
け

て
か
ら
５
年
の
歳
月
を
か
け
て
の
計
画
推

進
、
１
億
１
千
万
円
余
り
の
経
費
支
出
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
で
設

計
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
専
門
家
や
関
係

者
、
多
く
の
町
民
の
関
与
を
無
駄
に
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
現
設
計
を
見
直
し
て

庁
舎
建
設
を
進
め
る
こ
と
が
、
完
成
ま
で

の
所
要
時
間
と
経
費
面
か
ら
も
効
率
的
と

の
判
断
か
ら
設
計
委
託
料
を
増
額
し
た
い

と
の
考
え
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

　

審
議
の
結
果
、
議
員
か
ら
設
計
委
託

料
増
額
を
認
め
な
い
内
容
の
修
正
動
議
が

提
出
さ
れ
6
対
5
で
可
決
と
な
り
設
計
委

託
料
は
予
算
化
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

役
場
庁
舎
建
設
の
目
的
（
下
記
資
料
2

「
役
場
庁
舎
建
設
の
目
的
」
参
照
）
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
一
日
も
早
い
庁
舎

建
設
を
目
指
し
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
庁
舎
建
設
の
進
捗
状
況
が
わ
か

ら
な
い
な
ど
の
ご
意
見
も
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
は
随
時
の
情
報
提
供

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【（資料）役場庁舎建設についての経過】
１．現在の役場庁舎の状況
　・現在の役場庁舎は昭和３５年に建築され５５年が経過し老朽化が進行。
　・中越地震、中越沖地震後の平成２０年に耐震診断を受けた結果は、震度６強以上で倒壊する危険があるＣ
ランク。

２．役場庁舎建設の目的
　・来庁する町民の方々や働く職員の安全を確保すること、少子高齢・過疎化の進行する中での「自然首都・只

見」活性化の拠点施設を整備すること。
　　また、平成２３年新潟・福島豪雨災害での被災経験をふまえ町民の安心安全のための防災拠点としての施
設を整備したい。
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▲庁舎イメージ

３．現在までの経過
◎平成２２年
　・１２月、地域計画審議会から「同一敷地内に庁舎を新築する」
　　旨の答申。
◎平成２３年
　・３月１１日、東日本大震災が発生。
　　町議会３月会議において庁舎建設基本計画策定業務委託の予算可決。
　・７月、地域計画について町政報告会開催、２９日新潟・福島豪雨災害が発生し、防災拠点の必要性を改めて

強く認識。
　・１２月、庁舎建設基本計画の町政報告会開催、基本計画完成。
◎平成２４年
　・７月、町議会で庁舎建設基本設計委託の予算可決、その後プロポーザルによる設計業者選定に着手。（この
時点では只見振興センターを合築する案）

　・１０月、庁舎建設に係る住民説明会開催。
　・１１月、応募３４者の１次審査（書類審査）を行い、２０者を選定。
　・１２月、プロポーザルの２次審査は住民委員参加で行い、１次審査後の提案書を役場にて一般公開、意見募
集後、２次審査会を開催し５者を選定。

◎平成２５年
　・２月、住民公開による第３次審査会開催、最優秀者にアーキプロを選出、３月に基本設計委託契約締結。
　・４月、議会全員協議会で基本設計案をアーキプロから説明。（以後、平成２６年５月までに住民ワークショッ
プなどを延べ１８回開催）

　・８月、只見地区６団体から、役場と振興センターそれぞれの単独建設の要望書が提出され、９月の町議会に
おいて採択。要望採択を受け、それぞれ単独での建設方針を確認。

◎平成２６年
　・１月、議会全員協議会において基本設計案を設計者から説明。
　・２月、議会から「新庁舎基本設計に関する意見書」が提出された。その後町は、議会全員協議会で庁舎暫定
移転は行わず新庁舎建設に取り組む方針を説明。

　・４月及び５月、議会全員協議会で基本設計の概要説明。
　・６月、基本設計完了。
　・８月、町議会で庁舎建設実施設計予算可決、その後実施設計委託契約締結。
　・１０月、議会全員協議会で実施設計説明。
　・１２月、各振興センターで住民説明会開催、議会全員協議会で実施設計説明。
◎平成２７年
　・３月、町議会において庁舎新築工事予算可決。
　・６月、議会全員協議会で実施設計説明。
　・６月、入札執行、不落となった。議会全員協議会において不落の報告、説明。
　・８月、議会全員協議会において不落原因と今後の対策について設計者から説明。
　・９月、町議会から「新庁舎建設に関する申し入れ」があり、１０月２日に回答。
　・１１月、議会全員協議会で設計見直しの内容説明。
　・１２月、議会全員協議会で庁舎建設全体事業計画及び予算計画説明。
◎平成２８年
　・１月２０日、総務厚生、経済文教常任委員会において町産木材使用経費試算などの説明。
　・１月２２日、庁舎建設工事の条件付一般競争入札を公告。
　・２月５日、入札参加申請がなく不調となる。
　・２月１９日、議会全員協議会で入札参加申請がなく不調となった旨を報告。
　・２月２３日、只見振興センターにて住民説明会を開催（参加者４９名）。
　・２月２５日、明和振興センターにて住民説明会を開催（参加者３６名）。
　・２月２６日、朝日振興センターにて住民説明会を開催（参加者２４名）。
　・３月、議会３月会議において、庁舎建設費１４億円などの減額と併せて現設計を見直すための設計委託料１,２９
６万円の増額補正予算を提案したが、このうち設計委託料増額を認めない内容の修正動議が提出され可決。



　

平
成
23
年
７
月
の
新
潟
・
福
島
豪
雨

災
害
で
被
災
し
、
只
見
駅
か
ら
会
津
川
口

駅
区
間
が
不
通
と
な
っ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
只
見

線
の
全
線
復
旧
を
求
め
、「
Ｊ
Ｒ
只
見
線

の
復
旧
及
び
復
興
を
支
援
す
る
会
」
の
主

催
で
、
只
見
町
民
の
集
い
が
４
月
23
日
に

季
の
郷
湯
ら
里
で
開
か
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
金
山
町
や
新
潟
県
魚
沼
市
の
住
民

を
含
め
約
4
0
0
名
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
会
長
の
目
黒
彰
一
さ
ん
は
「
地
域
住

民
や
沿
線
町
村
と
の
連
携
を
深
め
、
早

期
復
旧
に
つ
な
げ
た
い
」
と
述
べ
、
目
黒

町
長
は
「
只
見
線
は
日
本
一
の
ロ
ー
カ
ル

線
で
あ
り
、
地
域
振
興
の
要
で
あ
る
」
と

一
日
も
早
い
復
旧
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

▲パネルディスカッションの様子

▲決議文を読み上げる６名

只
見
線
復
旧
復
興
の
決
議
文
を
採
択

只
見
線
復
旧
復
興
の
決
議
文
を
採
択

Ｊ
Ｒ
只
見
線
復
旧
復
興 

町
民
の
集
い

　

ま
た
、「
日
本
の
宝
で
あ
る
只
見
線
の
、

一
日
も
早
い
全
線
復
旧
を
目
指
し
、
全
国

に
広
く
支
援
を
呼
び
か
け
る
」
な
ど
が
盛

り
込
ま
れ
た
決
議
文
を
、
幹
事
の
菅
家
二

千
六
さ
ん
、
只
見
小
６
年
生
の
目
黒
巧

馬
さ
ん
、
朝
日
小
６
年
生
の
目
黒
希
さ

ん
、
明
和
小
６
年
生
の
宇
野
心
晴
さ
ん
、

只
見
中
３
年
生
の
赤
塚
莉
子
さ
ん
、
只

見
高
２
年
生
の
大
石
千
浩
さ
ん
の
６
人
が

読
み
上
げ
、
来
場
者
の
大
き
な
拍
手
に
よ

り
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

鉄
道
風
景
画
家
の
松
本
忠
さ
ん
に
よ

る
記
念
講
演
会
で
は
「
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
復

旧
に
つ
い
て
、
メ
リ
ッ
ト
は
多
く
あ
る
が

デ
メ
リ
ッ
ト
は
無
い
」
と
、
只
見
線
の
魅

力
や
活
用
な
ど
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

集
い
の
最
後
に
は
「
鉄
道
を
中
心
と
し

た
地
域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
立
教
大

学
講
師
の
清
水
愼
一
先
生
（
奥
会
津
ト
ー

タ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
、
町
内
か
ら
は
三
瓶
や
え
さ
ん
（
さ

ん
べ
農
園
）、
菅
家
大
和
さ
ん
（
町
商
工

会
青
年
部
長
）、
酒
井
治
子
さ
ん
（
町
観

光
ま
ち
づ
く
り
協
会
事
務
局
長
）
と
金
山

町
の
坂
内
譲
さ
ん
（
金
山
町
観
光
物
産
協

会
長
）
が
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
只
見
線
や
地
域
づ
く
り
に

つ
い
て
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
大
勢
の
町
民
か
ら
は
、
大

き
な
拍
手
で
只
見
線
の
早
期
復
旧
復
興
を

願
い
、
集
い
が
終
了
し
ま
し
た
。

「ＪＲ只見線全線開通の
為に、福島県でも全力で
サポートします。」

福島県知事 代理
大谷 英明
南会津地方振興局長

「地域の生活観光路線
である只見線の１日も早
い開通を目指したい。」

小熊 慎司
衆議院議員

「国で只見線に支援でき
るように、法律を変えて
いきます。」

菅家 一郎
衆議院議員

「地域住民の利便性向
上の為に、小出行きの始
発を大白川駅から只見
駅にしていきたいと考え
ています。」

皆川 雄二
新潟県議会議員

「東日本大震災により只
見線の復旧が影に隠れ
ていたが、今は県知事を
中心に復旧事業を進め
ています。」

星 公正
福島県議会議員

「只見線を活用した事業
を展開する為に、早急な
全線開通を望みます。」

大平 悦子
新潟県魚沼市長

「只見線は地域住民の
生活交通であり、全国の
鉄道ファンには宝です。」

長谷川 盛雄
福島県金山町長
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対
面
式
で
将
来
の
夢
や
目
標
を
語
る

対
面
式
で
将
来
の
夢
や
目
標
を
語
る

山
村
教
育
留
学
生 

第
15
期
生

　

４
月
８
日
、今
年
度
で
第
15
期
生
と
な
る

只
見
町
山
村
教
育
留
学
生
（
町
外
か
ら
県

立
只
見
高
等
学
校
へ
入
学
し
た
生
徒
）
と
、

町
内
関
係
者
と
の
対
面
式
が
只
見
振
興
セ

ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。今
年
度
は
県

内
を
は
じ
め
栃
木
県
や
埼
玉
県
、千
葉
県
や

神
奈
川
県
な
ど
県
外
も
合
わ
せ
て
14
名
の

生
徒
が
只
見
町
山
村
教
育
留
学
生
と
な
り

ま
し
た
。

　

対
面
式
で
は
、
町
長
や
教
育
長
な
ど
か
ら

歓
迎
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

「
野
球
部
に
入
っ
て
甲
子
園
を
目
指
し
た
い
」

「
将
来
、人
の
役
に
立
つ
仕
事
に
就
く
た
め
に

勉
強
し
た
い
」な
ど
、し
っ
か
り
と
し
た
夢
や

目
標
を
自
己
紹
介
の
中
で
発
表
し
ま
し
た
。▲山村教育留学生第15期生14名

▲目黒町長（右）から野村総合研究所の
　横山常務執行役員（左）へ感謝状を手渡しました

体
験
の
森
決
定
と
野
村
総
研
か
ら
の
支
援

体
験
の
森
決
定
と
野
村
総
研
か
ら
の
支
援

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
関
連
事
業

　

昨
年
10
月
に
、
町
の
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

関
連
事
業
と
し
て
、
豪
雪
地
帯
に
適
応
し
た

森
林
管
理
技
術
の
開
発
と
普
及
・
体
験
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
た
だ
み
豪
雪
林

業
体
験
・
観
察
の
森
」（
体
験
の
森
）の
候
補

地
を
募
集
し
、
黒
谷
区
の
小
沼
昇
さ
ん
の
所

有
す
る
ス
ギ
人
工
林
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
に
つ
い
て
、
㈱
野
村
総
合
研
究

所
か
ら
資
金
の
支
援
が
決
定
し
、
４
月
６
日

に
目
黒
町
長
が
野
村
総
合
研
究
所
本
社
へ

御
礼
の
挨
拶
に
訪
問
し
ま
し
た
。今
後
、
体

験
の
森
で
は
整
備
が
行
わ
れ
、
林
業
の
モ
デ

ル
や
環
境
教
育
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。

只
見
町
・
三
条
市
連
携
戦
略
会
議
の
設
置

只
見
町
・
三
条
市
連
携
戦
略
会
議
の
設
置

国
道
2
8
9
号
八
十
里
越

　

国
道
2
8
9
号
八
十
里
越
道
路
の
完
成

を
見
据
え
、
只
見
町
と
三
条
市
で「
第
６
回 

八
十
里
越
道
路
暫
定
的
活
用
検
討
懇
談

会
」が
４
月
26
日
、
季
の
郷
湯
ら
里
を
会
場

に
開
か
れ
、約
40
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

国
道
2
8
9
号
が
完
成
し
た
際
の
連
携
を

見
据
え
、経
済
や
観
光
、医
療
や
教
育
な
ど

の
政
策
を
推
進
す
る
た
め
に
、「
三
条
市
・

只
見
町
連
携
戦
略
会
議
」
を
設
置
す
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。　

　

ま
た
、只
見
町
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

会
長
の
新
国
勇
さ
ん
に
よ
る
「
八
十
里
越
」

に
関
す
る
講
演
会
の
他
、
今
年
度
も
工
事

区
間
を
活
用
し
た
視
察
ツ
ア
ー
や
国
道

2
8
9
号
フ
ル
コ
ー
ス
踏
破
な
ど
の
暫
定

活
用
イ
ベ
ン
ト
案
も
互
い
に
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

▲連携戦略会議設置が確認されました

▲表彰状と盾を持つ会長の角田勝昭さん

第
９
回 

「
地
域
文
化
功
労
者
」表
彰

第
９
回 

「
地
域
文
化
功
労
者
」表
彰

小
林
早
乙
女
保
存
会

　

会
津
ユ
ネ
ス
コ
協
会
が
主
催
す
る
第
９

回「
地
域
文
化
功
労
者
」表
彰
式
が
４
月
19

日
、
会
津
若
松
市
内
に
あ
る
ホ
テ
ル
い
づ
み

や
に
て
行
わ
れ
、
只
見
町
小
林
地
区
の
「
小

林
早
乙
女
保
存
会
」が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
選
定
理
由
と
し
て
、小
林
早
乙
女

保
存
会
は
、
明
和
小
学
校
で
踊
り
や
太
鼓

な
ど
後
継
者
育
成
の
活
動
、
４
0
0
年
以

上
続
く
伝
統
の
継
承
、地
域
文
化
の
振
興
に

功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

会
長
の
角
田
勝
昭
さ
ん
は
、「
保
存
会

に
関
わ
っ
た
全
員
の
努
力
が
評
価
さ
れ
た

」
と
し
て
、
今
後
も
保
存
会
に
よ
る
地
域

活
動
を
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
話
さ
れ

ま
し
た
。



　

４
月
24
日
、
明
和
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
を

会
場
に
春
季
消
防
検
閲
式
が
行
わ
れ
、
消

防
団
員
、
婦
人
消
防
隊
あ
わ
せ
て
約

2
0
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

検
閲
官
の
検
閲
宣
言
が
さ
れ
た
後
、
通

常
点
検
や
機
械
器
具
点
検
、
消
火
訓
練
な

ど
が
行
わ
れ
、
団
員
は
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
発
揮
し
、
規
律
あ
る
動
作
を
披
露
し

ま
し
た
。
ま
た
、
各
種
表
彰
も
行
わ
れ
、

団
員
の
長
年
の
功
績
を
称
え
ま
し
た
。

　

表
彰
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（
敬
称
略
）

■
福
島
県
消
防
協
会
南
会
津
支
部
長
表
彰

▽
功
績
章
＝
山
内
孝
志
、
渡
部
仁
一
、
馬

場
勇
、
目
黒
康
弘

▽
優
良
章
＝
馬
場
充
、
三
瓶
晃
、
目
黒
克

輝
、
小
沼
孝
典
、
吉
津
和
樹
、
馬
場

達
也
、
酒
井
文
高
、
目
黒
健
太
、
馬

場
由
人
、
山
内
明
、
小
林
吉
男
、
梁

取
東
、
三
瓶
錬
、
三
瓶
節

▽
勤
続
章
＝
鈴
木
克
英
、
鈴
木
僚
、
長
谷

部
孝
男

■
只
見
町
消
防
団
長
表
彰

▽
優
良
章
＝
藤
田
久
幸
、
馬
場
直
幸
、
伏

見
正
寛

▽
精
積
章
＝
鈴
木
淳
、
鈴
木
靖
和
、
堀
金

瞬
、
本
名
修
、
舟
木
晋
太
郎

▲規律ある行動を披露した婦人消防隊

▲日頃の成果を披露した消火訓練

消
防
団
長
辞
令
交
付
式

消
防
団
長
辞
令
交
付
式

新
消
防
団
長
が
始
動

　

４
月
１
日
、
役
場
町
長
室
で
新
消
防
団

長
の
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新

し
い
団
長
に
目
黒
邦
友
（
59
）
訓
練
分
団

長
が
就
任
し
、鈴
木
好
行
前
団
長（
59
）は
、

平
成
22
年
4
月
1
日
か
ら
6
年
間
在
職

し
、
３
月
31
日
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

目
黒
町
長
は
、「
町
の
防
災
の
為
に
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
」

と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　

団
長
に
就
い
た
目
黒
邦
友
さ
ん
は
、「
前

団
長
の
思
い
を
引
き
継
い
で
、
消
火
活
動

や
水
害
な
ど
へ
の
対
応
、
そ
し
て
予
防
消

防
に
も
力
を
入
れ
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

▲目黒吉久町長（中）から辞令を受けた目黒邦友さん（左）と
　前団長の鈴木好行さん（右）。

▲栗木会長から表彰状を受けとる齋藤政信さん

只
見
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
総
会

只
見
町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
総
会

滞
納
の
無
い
町
を
目
指
し
て

　

４
月
15
日
、明
和
振
興
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
、平
成
28
年
度
只
見
町
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、23
名
の
組

合
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
の
中
で
、概
ね
10
年
に
わ
た
っ
て

組
合
長
を
務
め
た
、九
々
生
納
税
貯
蓄
組

合
長
の
矢
沢
英
也
さ
ん
と
、布
沢
第
一
納

税
貯
蓄
組
合
長
の
齋
藤
政
信
さ
ん
が
永

年
組
合
長
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
に
よ
る
日
頃
の
地
道
な
活
動
が
只

見
町
の
納
税
意
識
の
向
上
を
推
進
し
、滞
納

の
無
い
町
づ
く
り
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
28
の
組
合
が
あ
り
、新
規
加
入
者

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。滞
納
を
防
ぎ
、地

域
間
の
交
流
も
図
れ
る
た
め
、積
極
的
な

加
入
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

春
季
消
防
検
閲
式

春
季
消
防
検
閲
式

平
成
28
年
度
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只見町議会議長
副議長の選任

平成28年４月20日開催の
只見町議会４月会議におい
て、新しい議長と副議長が
選出されました。

議長
齋藤　邦夫
５期　74歳

副議長
酒井　右一
３期　66歳

国
道
2
5
2
再
開
通
イ
ベ
ン
ト

国
道
2
5
2
再
開
通
イ
ベ
ン
ト

４
月
21
日
正
午
再
開
通

　

４
月
21
日
正
午
に
国
道
2
5
2
号
六
十
里

越
え
道
路
が
再
開
通
し
、
こ
れ
を
祝
し
て
４
月

29
日
に
新
潟
県
魚
沼
市
「
道
の
駅
い
り
ひ
ろ
せ

」
で
再
開
通
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

再
開
通
イ
ベ
ン
ト
に
は
只
見
町
、
魚
沼
市
の

関
係
者
な
ど
が
約
25
名
が
参
加
し
、
雪
わ
り

街
道
を
愛
す
る
会
の
目
黒
長
一
郎
会
長
は
「
浅

雪
に
よ
り
過
去
20
年
で
は
一
番
早
い
開
通
と
な

り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
大
き
な
効
果
を

も
た
ら
す
」
と
述
べ
ら
れ
、
目
黒
町
長
は
「
国

道
2
5
2
号
と
並
走
す
る
Ｊ
Ｒ
只
見
線
は
、

魚
沼
市
と
共
に
連
携
し
な
が
ら
地
域
振
興
を

進
め
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

国
道
2
5
2
号
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

前
に
再
開
通
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
、
地
域
振

興
に
大
き
く
期
待
す
る
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

▲当日は雨により、道の駅構内でテープカットが行われ
　ました。

▲叶津集会所の外観

竣
工
祝
賀
会
を
開
催

竣
工
祝
賀
会
を
開
催

叶
津
・
亀
岡
集
会
所

　

叶
津
集
会
所
と
亀
岡
集
会
所
の
竣
工

（
平
成
28
年
１
月
13
日
）
を
記
念
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

叶
津
集
会
所
は
、
平
成
23
年
７
月
の

新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
に
よ
り
流
失
し
、

新
し
い
集
会
所
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
亀
岡
集
会
所
は
、
老
朽
化
に

よ
り
利
便
性
が
悪
い
為
、
区
の
要
望
に
よ

り
亀
岡
サ
ッ
カ
ー
場
付
近
へ
新
し
く
建
築

さ
れ
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
は
、
新
し
く
完
成
し
た
集
会

所
で
区
民
や
関
係
者
が
集
い
、
盛
大
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

▼亀岡集会所の外観

委
員
に
舟
木
氏
と
本
名
氏
が
任
命

委
員
に
舟
木
氏
と
本
名
氏
が
任
命

只
見
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　

４
月
21
日
、
役
場
本
庁
の
町
長
室
に

お
い
て
、
舟
木
和
一
さ
ん
（
小
林
）
と
本

名
保
美
さ
ん
（
黒
谷
）
に
、
目
黒
町
長

か
ら
只
見
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
辞
令
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

両
名
は
再
任
と
な
り
、
任
期
は
平
成
28

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日

ま
で
の
３
年
間
と
な
り
ま
す
。

　

審
査
委
員
会
は
全
体
で
３
名
体
制
で
、

現
任
の
菅
家
三
雄
さ
ん
（
只
見
）
の
任
期

は
平
成
29
年
９
月
30
日
と
な
り
ま
す
。▲辞令書をもらった舟木さん（右）と

　本名さん（左）

▲勲記を持つ長男 真也さん

故 

新
國 

卓
さ
ん
に
旭
日
単
光
章

故 

新
國 

卓
さ
ん
に
旭
日
単
光
章

叙
勲
伝
達
式

　

元
町
議
会
議
員
の
故
新
國
卓
さ
ん
へ
旭

日
単
光
章
の
伝
達
式
が
、４
月
22
日
に
役

場
町
長
室
で
行
わ
れ
、目
黒
町
長
か
ら
長

男
の
真
也
さ
ん
へ
位
記
、勲
記
な
ど
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。　

　

故 

新
國
卓
さ
ん
は
、町
議
会
議
員
と
し

て
通
算
４
期
16
年
間
在
職
さ
れ
る
な
ど

町
の
発
展
と
振
興
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。


